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お答えいただいた方の中から、①キッズプラザ大阪（P16、17、18参照）入館券を10組20人に、②大槻
能楽堂「第21回若手能つぼみから花へ」（P27参照）の招待券を3組6人にプレゼントします。
ハガキに希望のプレゼント名（ひとつ）、下記の質問項目の答えと、住所、名前、年齢を記入し、下記宛先へ。

質問項目　① 「いちょう並木」をどの程度お読みになっていますか？
　　　　　　　ア．毎号読んでいる　　イ．ときどき読んでいる　　ウ．今回が初めて

　　　　　② 今回の入手場所はどこですか？　施設名・駅名などをお書きください。

　　　　　③ 表紙及び誌面のデザインや印象はどうですか？
　　　　　　　ア．よい　　イ．ふつう　　ウ．わるい

　　　　　④ ジャンル別索引（もくじ）は使いやすいですか？
　　　　　　　ア．使いやすい　　イ．ふつう　　ウ．使いにくい

　　　　　⑤ 講座情報などは、分かりやすいですか？
　　　　　　　ア．分かりやすい　　イ．ふつう　　ウ．分かりにくい

　　　　　⑥ 「いちょう並木」で掲載されている記事で、お好きな記事がありますか？
　　　　　　　ア．おおさかKEYわーど　イ．ミュージアム・トピックス　ウ．もっと行きたい！
　　　　　　　エ．講座・イベント情報　オ．学芸員のおススメコレクション　カ．おおさか歴史探訪
　　　　　　　キ．オムリン瓦版　ク．その他（記事名を書いてください）　ケ．特にない

　　　　　⑦ 「いちょうネット（大阪市生涯学習情報提供システム）」をご存じですか？
　　　　　　　ア．使ったことがある　　イ．知っているが使ったことはない　　ウ．知らない

　　　　　⑧ 今後の発行・編集の参考とさせていただきますのでご意見をお聞かせください。
宛　　先　〒530-0001　北区梅田1-2-2-500
　　　　　　　　　　 　　総合生涯学習センター「いちょう並木」読者アンケート係

締　　切　24年1月20日（金）必着 （発表は発送をもってかえます）

※応募に際し取得した個人情報は、当該プレゼントの発送以外には利用いたしません。なお、いただきましたご意見等につきましては、無記名の情
報として、今後の「いちょう並木」編集の参考とさせていただきます。

読者アンケートにご協力ください読者アンケートにご協力ください

　来年のNHK大河ドラマは平清盛がテーマです。これにちなんで、今回は、大阪で源平合戦にまつわる話題を
探してみました。
　『平家物語』の「逆櫓の段」によれば、文治元年（1185）2月、源義経は四国に陣を構えた平氏を討つため、摂
津の福島から四国の屋島を船で急襲しようとしました。義経群は船での戦いの経験が浅く、またその時は強風が
吹いて海上が荒れていたこともあり、参謀役の梶原景時は、船をどちらの方向にも動かせるように、船首にも櫓を
つけるべきと進言します。これを“逆櫓”といいます。これに対して義経は、最初から逃げる時のことを考えるのは武
士のすることではないと反対しました。両者の意見は折り合わず、結局、義経は逆櫓をつけずに出陣しました。こ
れに従ったのはわずか５艘だけであったといいますが、義経群は勝利をおさめたといいます。
　福島区福島2丁目に“逆櫓の松跡”という石碑が建っています。義経と景時が論戦をしたのがこのあたりと推定
されるとのことで、江戸時代の地誌である『摂津名所図会』に、この地に幹が蛇のような形をした樹齢千年を越え
る松が生えていて、“逆櫓の松”と呼ばれていたと記されています。逆櫓の話は人気があり、歌舞伎でもしばしば上
演されています。史実というよりはかなり脚色されているようです。
　この松は明治になるころにはすでに枯れていたといいます。

さか ろ

大阪の史蹟や歴史資料を毎号連続でご紹介します。

逆櫓の松跡 －大阪に残る数少ない源平合戦の痕跡－
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逆櫓の松跡石碑


